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  応募範囲の 広がりに注目

造園

これあれ

    　　　　　　第 37 回 全国造園デザ インコンクール 入選 18 作品・審査講評紹介特 集

も
、
豊
か
な
発
想
や
瑞
々
し
い

感
性
に
彩
ら
れ
た
作
品
が
数
多

く
あ
り
、
大
変
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。

　

㈳
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
協
会
長
賞
を
受
賞
し

た
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
の
王

芸
潔
さ
ん
は
、
こ
の
春
に
大
学

院
修
了
後
、
ゆ
く
ゆ
く
は
中
国

へ
戻
り
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
計

画
設
計
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
日
本

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

母
国
で
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
者
の
方
々
の
永

年
に
わ
た
る
熱
意
と
ご
努
力
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

■
卯
之
原
昇
委
員
（
㈳
日
本
造

園
建
設
業
協
会
技
術
副
委
員

の
オ
ア
シ
ス
空
間
」
を
選
出
し

ま
し
た
。

　

当
作
品
は
、
香
り
の
木
々
の

「
散
策
ゾ
ー
ン
」、
芝
生
広
場
の

「
陽
だ
ま
り
広
場
ゾ
ー
ン
」、
流

長
）

　

今
回
も
多
く
の
応
募
（
一
般

５
名
、大
学
生
15
校
１
２
２
名
、

高
校
生
31
校
２
２
０
名
）
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
㈳
日
本
造
園

建
設
業
協
会
長
賞
に
は
、
高
校

生
の
部
、
街
区
公
園
部
門
の
木

藤
美
知
香
さ
ん
（
長
野
県
須
坂

園
芸
高
等
学
校
）
の
「
街
の
中

れ
を
中
心
に
し
た
「
水
の
せ
せ

ら
ぎ
ゾ
ー
ン
」
の
３
つ
の
ゾ
ー

ン
に
分
か
れ
、
広
く
利
用
者
に

親
し
ま
れ
る
作
品
で
し
た
。

　

全
体
的
に
作
品
の
レ
ベ
ル
差

は
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
個
々
の

努
力
に
対
し
て
感
謝
い
た
し
ま

す
。
今
後
も
多
く
の
応
募
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

若
者
が
造
園
業
界
に
お
い
て
、

れ
な
か
っ
た
方
々
も
含

め
、
参
加
さ
れ
た
全
て

の
皆
様
が
、
造
園
界
で

新
し
い
時
代
の
開
拓
に

貢
献
さ
れ
ん
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

■
村
岡
政
子
委
員
（
㈳

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
監
事
）

　

今
年
も
、
素
晴
ら
し

い
作
品
が
多
数
応
募
さ
れ
、
特

に
、
実
習
作
品
の
充
実
に
目
を

見
張
り
ま
し
た
。　

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
高

校
生
、
大
学
生
、
若
手
造
園
家

の
方
々
の
生
き
生
き
と
し
た
作

品
を
拝
見
し
、
造
園
を
志
し
た

頃
の
新
鮮
な
感
覚
が
蘇
っ
て
く

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
入
選

さ
れ
な
か
っ
た
作
品
の
中
に

　　

昨
年
10
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
「
国
連
地
球
生
き
も
の
会
議
」

と
も
呼
ば
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
８
０
の
締
約
国
や
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
合
わ
せ
て
１
３
０
０
０
人
を
超
え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
場
内
で
約
３
５
０
の
関
連
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
ほ

か
、
会
議
場
隣
接
地
で
実
施
さ
れ
た
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア

で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
関
係
団
体
、
自
治
体
、
政
府
機
関
な
ど
の
展
示

ブ
ー
ス
に
お
よ
そ
12
万
人
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。
日
本
造
園
学

会
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
学
生
会
議
も
半
年
以
上
に
わ
た
っ
て
議
論
を

重
ね
て
き
た
成
果
を
展
示
ブ
ー
ス
で
発
信
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
主
要
な
議
題
で
あ
っ
た
生
物
多
様
性
に
関
す
る

新
し
い
世
界
目
標
と
し
て
の
「
愛
知
目
標
」
や
遺
伝
資
源
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
利
益
配
分
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
に
関
す
る
「
名
古
屋
議
定

書
」
が
最
後
の
最
後
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
保
全
と
豊

か
な
開
発
の
両
立
を
目
指
し
て
自
然
と
調
和
し
た
持
続
可
能

な
土
地
利
用
や
資
源
利
用
の
実
践
を
進
め
るSATOYAM

A

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
重
要
な

決
定
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
国
が
意
見

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
地
球
益
の
た
め
に
歩
み
寄
っ
た
結
果

と
い
え
ま
す
。
同
時
に
政
府
以
外
に
も
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

企
業
、
研
究
者
、
議
員
、
ユ
ー
ス
、
国
際
機
関
な
ど
多
様
な
セ

ク
タ
ー
の
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
も
成
功
の
大
き
な
要
因
と
な

り
ま
し
た
。

　

造
園
分
野
の
産
業
、
学
術
、
行
政
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
と
国
際
生
物
多
様
性
年
に
対
し
て
様
々
な
形
で

ご
支
援
、
ご
協
力
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日

本
造
園
学
会
か
ら
は
愛
知
目

標
に
関
す
る
日
本
政
府
提
案

や
国
連
大
学
と
環
境
省
が
共

同
で
準
備
を
進
め
て
き
た

SATOYAM
A

イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
に
対
し
て
学
術
の
観

点
か
ら
貴
重
な
ご
提
案
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
成
果
を
受
け
て
、
日
本
の
新
し
い
自
然
環
境
行
政
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
愛
知
目
標
の
２
０
５
０
年
の

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
日
本
提
案
も
受
け
て
「
人
と
自
然
の
共
生
す

る
世
界
」が
掲
げ
ら
れ
、そ
の
も
と
に
２
０
２
０
年
ま
で
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
20
の
個
別
目
標
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
愛
知
目
標
を
受
け

た
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
を
２
０
１
２
年
秋
ま
で
に
関
係
府
省
と
共

同
で
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
１
０
０
年
計
画
で
人
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
戻
し
自
然
と
共
生
す
る
世
界
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

２
０
２
０
年
、
２
０
５
０
年
に
目
指
す
べ
き
国
土
の
生
物
多
様

性
の
目
標
像
を
描
く
と
同
時
に
そ
こ
に
至
る
具
体
的
な
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
際
、今
後
、

人
口
減
少
が
進
む
な
か
で
の
国
土
の
利
用
の
あ
り
方
、
都
市
と

農
村
の
あ
り
方
、
海
外
の
自
然
資
源
に
多
く
を
依
存
す
る
生
産

と
消
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

生
物
多
様
性
の
総
合
評
価
（
Ｊ
Ｂ
Ｏ
）
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

開
発
な
ど
人
間
活
動
の
影
響
（
第
１
の
危
機
）、
里
山
な
ど
で

十
分
な
管
理
、
手
入
れ
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
影
響
（
第
２

の
危
機
）、
外
来
種
の
影
響
（
第
３
の
危
機
）
に
加
え
て
、
温

暖
化
の
影
響
が
顕
在
化
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
生
態
系

が
こ
れ
以
上
悪
化
す
る
と
元
に
戻
れ
な
い
転
換
点
（
テ
ィ
ッ
ピ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
）
に
近
づ
い
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
転
換
点
を
超
え
な
い
よ
う
に
生
態
系
の
回
復
力
を
高
め
、

国
土
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
べ
く
、
奥
山
だ
け
で

な
く
都
市
や
農
村
も
含
め
た
国
土
環
境
の
再
生
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
生
態
系
の
仕
組
み
を
活
か
し
た
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
な
国
土
管
理
を
通
じ
て
、
多
様
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
持

続
的
で
最
適
な
形
で
享
受
で
き
る
社
会
を
創
り
出
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
自
治
体
が
積
極
的
に
策
定

し
つ
つ
あ
る
地
域
戦
略
と
の
連
携
も
大
切
で
す
。

　

今
年
２
０
１
１
年
か
ら
の
10
年
間
を
国
際
社
会
、
市
民
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
愛
知
目
標
を
達
成
し
て
い
く
た
め
の
重
点
期
間
と
し

て
、「
国
連
生
物
多
様
性
の
10
年
」
と
す
る
決
定
が
昨
年
末
の
国
連

総
会
で
な
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
成
果
を
実
現
す
る
た
め
の
国

内
、
国
際
両
面
か
ら
の
取
り
組
み
の
展
開
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

渡
邉　

綱
男

（
㈳
日
本
造
園
学
会
理
事
・
環
境
省
自
然
環
境
局
長
）

 

学
会
の
目
・
眼
・
芽

第 21 回

COP10 の成果と今後の展開方向

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

※
入
選
作
品
等
は
、
日
造
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て

い
ま
す
（www.jalc.or.jp

）。

全国高等学校造園教育研究協議会長賞　吉田　健　
広島県立西条農業高等学校（高校生の部・住宅庭園部門）

全国高等学校造園教育研究協議会長賞　落合由美子　
長野県須坂園芸高等学校（高校生の部・実習作品部門）

審査委員長特別賞　飯野　英美里　
東京農業大学短期大学部（大学生の部・実習作品部門）

入選　久世　安樹　ＮＡＹＡ設計室
（一般の部・住宅庭園部門）

入選　市川　裕子　Ｅ＆Ｇアカデミー東京校
（大学生の部・住宅庭園部門）

入選　田中　秀樹　日本大学
（大学生の部・公共的空間部門）

入選　坂田　由里香　長野県須坂園芸高等学校
（高校生の部・住宅庭園部門）

入選　野村　香奈　滋賀県立八日市南高等学校
（高校生の部・住宅庭園部門）

入選　太田　涼子　山口県立宇部西高等学校
（高校生の部・住宅庭園部門）

入選　久賀　瞳　滋賀県立八日市南高等学校
（高校生の部・街区公園部門）

入選　東　幹久　滋賀県立八日市南高等学校
（高校生の部・街区公園部門）

入選　樋口　翔子　長野県須坂園芸高等学校
（高校生の部・公共的空間部門）

入選　岩野　紗也加　埼玉県立熊谷農業高等学校
（高校生の部・実習作品部門）

入選　野々口　貴文　京都府立農芸高等学校
（高校生の部・実習作品部門）

名古屋議定書採択の瞬間
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総支部、支部、事務局からの
記事を紹介します

協　会
　だより
協　会
　だより

大
日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
㈱

　

大
日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
㈱

は
１
９
５
６
年
創
業
以
来
、
生

活
・
土
木
・
産
業
等
の
多
岐
に

わ
た
る
分
野
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
を
提
供
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
２
０
０
８
年
よ

り
、
タ
キ
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ブ
ル
ベ
ー
ス
は
、
再
生
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
１
０
０
％
使
用

し
た
緑
化
駐
車
場
用
芝
生
保
護

材
で
、
エ
コ
マ
ー
ク
を
取
得
し

【
２
月
】

３
㈭
・
運
営
会
議

４
㈮
・
九
州
総
支
部
交
流
会

　
　

・
新
法
人
移
行
検
討
プ
ロ

　
　
　

ジ
ェ
ク
ト
会
議

５
㈯
・
第
37
回
全
国
造
園
デ
ザ

　
　
　
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
　

・
沖
縄
国
際
洋
蘭
博
覧
会

　
　
　

表
彰
式

７
㈪
・
総
務
委
員
会
広
報
部
会

８
㈫
・
総
務
委
員
会
財
務
部
会

９
㈬
・
関
東
・
甲
信
総
支
部
交

　
　
　

流
会

10
㈭
・
地
域
リ
ー
ダ
ー
ズ
会
合

14
㈪
・
総
支
部
長
等
会
議

15
㈫
・
新
法
人
移
行
検
討
プ
ロ

　
　
　

ジ
ェ
ク
ト
会
議

16
㈬
・
造
園
・
環
境
緑
化
産
業

　
　
　

振
興
会
セ
ミ
ナ
ー

17
㈭
・AIPH Antalya Expo

　
　
　
（
ト
ル
コ
）
実
現
性
確
認

　
　
　

の
た
め
の
査
察
（
和
田

　
　
　

国
際
委
員
長
）
～
22
㈫

18
㈮
・
事
業
委
員
会
教
育
・
研

　
　
　

修
部
会

　
　

・
北
海
道
総
支
部
交
流
会

22
㈫
・
造
園
施
工
管
理
技
術
検

我
が
家
の
借
景
か
ら
思
う
こ
と

　

誇
れ
る
こ
と
が
あ
る
。出
世
は
し
な
い
、

お
金
は
無
い
、
メ
タ
ボ
の
典
型
の
３
重
苦

な
が
ら
も
我
が
家
に
は
素
晴
ら
し
い
借
景

が
あ
る
。
新
潟
県
の
越
後
平
野
に
位
置
し

北
西
方
向
に
弥
彦
山
、
角
田
山
を
望
み
そ

の
間
に
豊
か
な
水
田
を
配
置
し
幅
約
３
ｍ

の
小
川
が
流
れ
る
。
春
は
隣
の
河
川
公
園

の
桜
が
咲
き
乱
れ
、
夏
は
眼
前
２
０
０
ｍ

の
地
点
よ
り
花
火
が
上
り
、
秋
は
黄
金
色

の
稲
穂
が
輝
き
、冬
は
白
鳥
が
飛
来
す
る
。

ど
ん
な
田
舎
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
が
、
こ

れ
で
も
新
潟
県
庁
ま
で
車
で
30
分
圏
内
で

あ
る
。
こ
の
景
観
に
惚
れ
て
居
を
構
え
た

わ
け
だ
が
、
唯
一
つ
欠
点
が
あ
っ
た
。
冬

の
北
西
季
節
風
の
強
さ
を
侮
っ
て
い
た
。

も
と
も
と
小
心
者
な
の
だ
が
地
震
か
と
思

う
く
ら
い
家
が
揺
れ
る
。
吹
雪
の
中
徒
歩

15
分
の
会
社
か
ら
の
帰
宅
途
中
に
遭
難
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
し
ば
し
ば

で
あ
る
。
昨
年
の
冬
に
遭
難
車
？
が
何
台

も
続
出
し
た
農
道
の
傍
な
の
で
あ
る
。
ま

あ
こ
の
位
の
リ
ス
ク
が
無
い
と
人
に
恨
ま

れ
る
。

　

借
景
に
は
基
本
的
に
料
金
は
発
生
し
な

い
。
ど
ん
な
に
利
用
し
て
も
無
料
だ
。
も

し
仮
に
こ
の
借
景
を
力
ず
く
で
作
っ
た
と

し
て
も
１
兆
円
を
下
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
自
分
は
ア
ラ
ブ
の
大
富
豪
よ

り
も
贅
沢
な
暮
し
を
し
て
い
る
と
思
う
こ

と
に
し
て
い
る
。
だ
が
借
手
側
も
き
れ
い

に
整
備
し
て
お
か
な
い
と
そ
の
価
値
は
激

減
す
る
。

　

新
潟
県
は
広
い
。
豊
か
な
自
然
資
源
が

あ
る
。借
景
出
来
る
場
所
だ
ら
け
で
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
そ
の
立
地
が
あ
る
の
に
上

手
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
海
岸
線
の
松

林
を
は
じ
め
と
し
て
手
を
入
れ
ら
れ
て
い

な
い
森
林
、
雑
草
だ
ら
け
の
道
路
に
よ
っ

て
宝
を
ど
こ
か
に
隠
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
近
年
雇
用
対
策
事
業
に
よ
っ
て
草
刈
が

各
所
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

恐
怖
感
を
覚
え
る
く
ら
い
の
海
岸
道
路
の

松
林
が
爽
快
な
も
の
に
変
化
し
て
き
た
。

昨
夏
の
猛
暑
の
中
で
短
期
雇
用
者
の
方
々

の
奮
闘
ぶ
り
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
事
業
の
継
続
を
要
望
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
方
々
を
長
期
に
わ

た
っ
て
雇
用
し
借
景
出
来
る
場
所
を
増
や

す
こ
と
も
我
々
の
使
命
の
一
つ
な
の
だ
と

思
う
の
で
あ
っ
た
。

丸
山
昌
己
（
北
越
農
事
㈱
）

　

日
造
協
賛
助
会
員
の
紹
介  

28

た
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
で
す
。
特
殊
リ
ブ
構
造

の
支
持
脚
が
点
で
車
両
荷
重
を

支
え
る
た
め
緑
化
可
能
率
が

94
％
と
高
く
、
工
場
緑
地
の
増

加
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

対
策
に
最
適
で
す
。
今
後
も
タ

キ
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
技
術
を
活
か
し
、
環
境

に
や
さ
し
い｢

も
の
づ
く
り｣

を
目
指
し
、
社
会
に
貢
献
し
ま

す
。

…
…
…
…
…
…
…
…

土
木
産
業
資
材
営
業
部

☎
０
３
・
５
４
６
３
・
８
５
０
１

委
員
会
等
の
活
動

事
業
委
員
会
公
益
活
動
部
会

　

全
国
造
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

審
議
し
、
今
後
も
開
催
す
る
と

い
う
部
会
案
が
決
ま
っ
た
。 

　

ま
た
、
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
と

の
接
点
作
り
に
つ
い
て
検
討
し

た
。　
　
　
　
　
（
２
月
23
日
）

事
業
委
員
会
教
育
・
研
修
部
会

　

資
格
活
用
の
方
策
、
会
員
の

た
め
の
各
種
研
修
・
造
園
技
術

者
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
単
位
取
得
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
た
。（
２
月
18
日
）

新
法
人
移
行
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　

新
定
款
案
の
作
成
に
向
け
て

記
載
事
項
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を

行
っ
た
。　
　
　
（
２
月
15
日
）

地
域
リ
ー
ダ
ー
ズ
会
合

　

今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
各
地
の
情
報
を
共

有
し
地
域
や
造
園
建
設
業
界
の

活
性 

化
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、 

事
業
領
域
の
拡
大
や

充
実
を
図
り
、
造
園
建
設
業
界

以
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構

築
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と

と
し
た
。　
　
　
（
２
月
10
日
）

総
務
委
員
会
財
務
部
会

　

平
成
22
年
度
収
支
執
行
状

況
、
お
よ
び
収
支
決
算
見
込
を

報
告
し
、
収
支
予
算
補
正
に
つ

い
て
審
議
し
た
。（
２
月
８
日
）

総
務
委
員
会
広
報
部
会

　

広
報
日
造
協
３
月
号
～
５
月

号
、
日
造
協
創
立
40
周
年
記
念

事
業
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
た
。（
２
月
７
日
）

　
　
　

定
委
員
会

23
㈬
・
事
業
委
員
会
公
益
活
動

　
　
　

部
会

24
㈭
・
街
路
樹
剪
定
ハ
ン
ド
ブ

　
　
　

ッ
ク
編
集
委
員
会

　
　

・
基
幹
技
能
者
制
度
推
進

　
　
　

協
議
会

【
３
月
】

１
㈫
・
新
法
人
移
行
検
討
プ
ロ

　
　
　

ジ
ェ
ク
ト
会
議

３
㈭
・
運
営
会
議

４
㈮
・
中
国
総
支
部
交
流
会

７
㈪
・
総
務
委
員
会
広
報
部
会

８
㈫
・
新
法
人
移
行
検
討
プ
ロ

　
　
　

ジ
ェ
ク
ト
会
議

９
㈬
・
事
業
委
員
会
（
全
国
）

　
　

・
資
格
制
度
検
討
会
議

10
㈭
・
四
国
総
支
部
交
流
会

　
　

・
建
設
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会

14
㈪
・
総
務
委
員
会
企
画
・
財

　
　
　

務
合
同
部
会

15
㈫
・
全
国
造
園
デ
ザ
イ
ン
コ

　
　
　

ン
ク
ー
ル
運
営
会
議

16
㈬
・
総
務
委
員
会
（
全
国
）

　
　

・
登
録
造
園
基
幹
技
能
者

　
　
　

講
習
委
員
会

18
㈮
・
運
営
会
議

19
㈯
・
北
陸
総
支
部
交
流
会

22
㈫
・
中
部
総
支
部
交
流
会

　
　

・
街
路
樹
剪
定
士
指
導
員

　
　
　

研
修
会
（
大
阪
）
～
23
㈬

25
㈮
・
総
支
部
長
等
会
議

　
　

・
理
事
会

29
㈫
・
沖
縄
総
支
部
交
流
会

31
㈭
・
造
園
・
環
境
緑
化
産
業

　
　
　

振
興
会
事
務
局
会
議

　

平
成
23
年
度
の
技
術
情
報
共
有
発
表
会
を
全
国
都
市
緑
化
か
ご

し
ま
フ
ェ
ア
開
催
期
間
中
の
４
月
28
日
㈭
、
13
時
～
17
時
、
鹿
児

島
市
内
の
鹿
児
島
東
急
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。
発
表
会
の
後
、
交

流
会
も
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
随
時
【
日
造
協
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
】
等
で
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
「
技
術
情
報
共
有
発
表
会
」

　

九
州
総
支
部
は
２
月
４
日
、

福
岡
市
博
多
区
の
ホ
テ
ル
レ
ガ

ロ
福
岡
で
、
本
部
と
の
交
流
会

を
開
催
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
県
支
部
長
、

総
支
部
委
員
長
、
県
支
部
事
務

局
長
、
福
岡
県
支
部
幹
事
ら
20

名
が
出
席
。
冒
頭
、
木
上
正
貢

九
州
総
支
部
長
、
佐
々
木
吉
和

副
会
長
が
挨
拶
。
次
い
で
、
本

部
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
野

村
徹
郎
技
術
調
査
部
長
よ
り
説

明
を
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
と

な
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
道

路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
現

状
報
告
や
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

緑
の
保
全
の
必
要
性
な
ど
が
提

起
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
か
ら
造
園
の
新
た
な

可
能
性
を
追
求
す
べ
き
、
Ｌ
Ｉ

Ｄ
・
芝
生
化
な
ど
緑
化
事
例
の

全
国
展
開
の
必
要
性
、
宮
崎
県

の
〝
口
蹄
疫
〟
を
踏
ま
え
、
通

常
の
防
災
協
定
で
は
な
く
、
防

疫
も
考
え
、
造
園
に
で
き
る
こ

と
を
中
心
に
協
定
締
結
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。　

　

日
造
協
な
ど
造
園
関
連
６
団

体
で
構
成
す
る
「
造
園
・
環
境

緑
化
産
業
振
興
会
」
は
２
月
16

日
、
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
の

弘
済
会
館
で
、「
夢
物
語
交
歓

会
」
を
開
催
し
た
（
写
真
）。

　

交
歓
会
は
、「
造
園
・
環
境

緑
化
産
業
の
未
来
を
展
望
す

る
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
、
根

本
敦
史
氏
（
㈶
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
プ
レ
ジ
デ
ン
ツ
・
ヘ
ッ
ド

ク
オ
ー
タ
ー
ズ
）
が
「
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
推
進
す
る
校

庭
緑
化
・
Ｊ
Ｆ
Ａ
グ
リ
ー
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、眞
壁
潔
氏
（
㈱

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
代
表
取
締

役
）
が
「
欧
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
学
ぶ
新
し
い
公
園
利
用
の

可
能
性
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

講
演
で
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
の
校
庭

緑
化
に
関
す
る
取
り
組
み
な

造
園
・
環
境
緑
化
産
業
振
興
会
「
夢
物
語
交
歓
会
」
開
催

ど
、
今
回
は
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心

と
し
た
話
題
提
供
を
い
た
だ

き
、
未
来
を
展
望
。
そ
の
後
、

名
刺
交
換
が
行
わ
れ
、〝
夢
物

語
交
歓
〟
の
場
と
な
っ
た
。

　

２
月
19
日
～
20
日
に
か
け

て
、
２
０
１
６
年
に
ト
ル
コ
共

和
国
・
ア
ン
タ
ル
ヤ
で
開
催
さ

れ
る
Ａ
１
国
際
園
芸
博
覧
会「A

ntalya Expo

」
の
実
現
性
確
認

の
た
め
会
場
査
察
を
行
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
会
長
、
事
務
局
長

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
長
で

あ
る
日
造
協
和
田
副
会
長
が
現

地
に
赴
き
博
覧
会
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
子
供
と
花
：
将
来
の
世

代
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

フ
」
に
ふ
さ
わ
し
い
２
候
補
地

の
選
定
に
助
言
を
行
っ
た
。

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
緑
の
保
全
な
ど
提
起

九
州
総
支
部

２
０
１
６
年
花
博
の
候
補
地
選
定
に
助
言

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
会
長
ら
と
会
場
査
察

道
路
維
持
管
理
や
国
営
公
園
誘
導
な
ど
議
論

北
海
道
総
支
部

剪
定
士
指
導
員
の
緩
和
策
な
ど
提
案

関
東
・
甲
信
総
支
部

　

関
東
・
甲
信
総
支
部
は
２
月

９
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
勤
労

福
祉
会
館
で
、
関
東
・
甲
信
総

支
部
交
流
会
を
開
催
し
た
。
交

流
会
に
は
、
本
部
、
総
支
部
、

支
部
の
関
係
者
ら
約
40
名
が
参

加
し
、
加
勢
充
晴
関
東
・
甲
信

総
支
部
長
、
藤
巻
司
郎
会
長
挨

拶
の
後
、
高
梨
雅
明
常
任
顧
問

が
本
部
の
活
動
状
況
を
説
明
さ

れ
、
質
疑
応
答
と
な
っ
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
街
路
樹
剪
定

士
指
導
員
に
つ
い
て
、
現
在
、

会
員
企
業
の
者
に
限
定
さ
れ
て

い
る
が
、
退
職
後
も
活
躍
で
き

る
人
材
を
起
用
す
る
な
ど
緩
和

　

北
海
道
総
支
部
は
２
月
19

日
、
札
幌
市
内
で
、
北
海
道
総

支
部
交
流
会
を
行
っ
た
。

　

交
流
会
は
14
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
笹
本
知
総
支
部
長
、

本
部
か
ら
梅
川
真
澄
事
業
委
員

長
が
挨
拶
。
次
い
で
、
高
梨
雅

明
常
任
顧
問
よ
り
、
本
部
の
活

動
状
況
の
説
明
を
い
た
だ
き
、

北
海
道
総
支
部
の
現
状
を
高
橋

勲
事
務
局
長
が
報
告
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

道
路
維
持
管
理
工
事
に
つ
い

て
、
道
路
特
定
財
源
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
発
注
激

減
、経
費
削
減
対
策
を
中
心
に
、

公
益
法
人
制
度
改
革
、
国
営
ア

イ
ヌ
文
化
・
歴
史
公
園
（
仮
称
）

の
国
営
公
園
へ
の
誘
導
な
ど
に

つ
い
て
、
積
極
的
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
機
会
と

な
っ
た
。

策
の
提
案
や
、
日
造
協
40
周
年

事
業
、
道
路
維
持
管
理
工
事
、

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
、
都
市
緑
化

の
啓
発
活
動
の
必
要
性
、
地
方

活
動
費
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、
交
流
が
図
ら
れ

た
。

総
支
部
・
本
部
と
の
交
流
会
を
各
地
で
開
催

４
月
28
日 

鹿
児
島
で
開
催
へ


